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ロボット火星探査車「スピリット」は、
2003 年、計画責任者であるコーネル
大学（米国ニューヨーク州イサカ）の
惑 星 科 学 者 Mark Adler と Steven 
Squyres のもとで生まれた。次いで彼
女は、カリフォルニア州パサデナにあ
る米国航空宇宙局（NASA）のジェッ
ト推進研究所に移り、人格形成期の数
か月間をそこで過ごした。ここでは、
単独冒険旅行のための訓練を受けた。

そして、檜舞台にのぼる準備教育を受
けるため、フロリダ州の NASA ケネディ
宇宙センターへ移った。卒業公演は壮大
なものとなった。それは火星への 49 億
キロの旅だ。スピリットは双子の妹の「オ
ポチュニティ」とともに、火星で「放浪
する地質学者」という使命を全うする任
務を負った。

彼女の独り立ち生活は、2004 年 1 月か
ら始まった。エアバッグを使って火星に
着陸したのだ。場所は、オポチュニティと
はちょうど反対側のグセフクレーターだっ
た。彼女の目的は、火星にかつて水が存
在した証拠や、生命の発生を助けたかも
しれない環境の証拠を発見することだ。

スピリットは 3 つの分光計、岩石研
磨工具、パノラマカメラ、接写カメラ
を搭載し、自信をもって探査作業を開
始した。彼女の地質学者としての能力
は、わずか 32 日で証明された。アディ
ロンダックと命名された岩を拾い上げ、

ホームプレート

着陸地点
最後に動けなくなった場所
探査車の道筋

長いお別れ
スピリットは火星の表面を
8キロ近く進んだ。
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NASAは、火星にいるロボット探査車を、�

その最後の休息場所にとどめる決定を下した。
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Mars rover Spirit (2003–10)

火星探査車「スピリット」（2003-2010）
きれいに掃除して、ドリルで穴を開け、
火山岩の一種、玄武岩であることを突
き止めたのだ。

運転操作もたちまち上達した。彼女
は、地球にいる教官チームからの命令
に従うだけでなく、自身の安全確認カ
メラを使って自分の動きをコントロー
ルし始めた。

彼女は続いて、ワイヤーブラシを使っ
てグセフクレーターの岩の中に、さまざ
まな色の層があることを発見した。これ
は水に複数回さらされたことを示してい
る。地球にいる科学者は、この発見を「奇
跡」とよんだ。

スピリットは、彼女の最初の任務期
間である 90 火星日を無事に終えた（1
火星日は約 24 時間 39 分）。走行距離
は 600 メートルになったが、もちろん
それは始まりにすぎなかった。その後の
任務では、時には予想外の幸運に恵まれ
たが、何度も大きな困難に直面した。そ
れでも計画された日数をはるかに超え
て、火星に関する貴重な科学的情報を集
め続けた。特に塵

ちり

がやっかいで、彼女の
エネルギー源となる太陽電池パネルを
覆った。しかし、2005 年、つむじ風が
たまたまパネルをきれいに掃除してく
れ、パネルの電力供給量は大きく回復し
たのだった。

2006 年 3 月、スピリットの右前の車
輪が機能しなくなった。しかし、彼女は
壊れた車輪を引きずりながら、グセフク
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レーター内の丘陵地帯コロンビアヒルズ
にあるマッコールヒルという丘へ向かっ
た。柔らかい地面の上を苦労しながら進
んだ。そしてそれが、もう 1 つの幸運
をもたらした。壊れた車輪が柔らかい地
面を激しくかき回して土を露出させた。
その露出土を分析したところ、意外なこ
とに、ケイ酸塩に富むことがわかった。
ケイ酸塩の形成には水が必要なのだ。

冬季期間、スピリットは、北に向いた
斜面で休息しなければならなかった。冬
の低い太陽を最大限に利用して、太陽電
池パネルで充電するためである。お気に
入りの場所はホームプレートとよばれた
場所で、太陽のよく当たる台地だった。
この場所は、彼女にとって単なる冬のね
ぐらにとどまらず、いろいろと探索する
場所ともなった。2006 年、ホームプレー
トで越冬している間に、スピリットは熱
放射分光計を使って鉄に富む 2 個の隕
石を発見した。同じ冬の 2006 年 10 月、

スピリットは火星滞在 1000 日目を迎え
たが、機能に障害が起きた。地球のサポー
トチームは 2000 年問題の火星版かもし
れないと心配したが、彼女は生き延びた。

地球での報道は探査車の余命は残り少
ないとの見方を伝えたが、彼女はそうし
た予想を何度も裏切り続けた。しかし、
2009 年 1 月後半、スピリットの頭脳機
能は低下した。動き回るのが困難となり、
太陽の位置を正確に見つけることができ
なくなった。地球の家族は彼女の健康状
態を把握できなくなった。原因は宇宙線
とみられた。

2009 年 4 月、調子の思わしくないコ
ンピューターを 2 度再起動させること
になった。地球の操縦者は心配し、スピ
リットを励まし続けた。しかし、さらな
るトラブルが待ち受けていた。

スピリットはトロイとよばれる場所で
うっかり、砂地の表面をザクザクと踏ん
で進むうちに動けなくなった。2009 年

11 月、エンジニアたちは地球の砂地で
複製の探査車をテストし、この困った状
況から抜け出せるよう彼女を援助した。
しかし、うまくいかなかった。このとき
までにスピリットのもう 1 つの車輪が
壊れていた。スピリットは何とか数セン
チは登ることができたものの、2010 年
1 月 26 日、ついに脱出をあきらめた。

彼女の走行距離計は 7730 メートルを
示していた（前ページの図「長いお別れ」
を参照）。彼女は今後も、可能なかぎり
長く、火星の大気や火星の自転について
など、静止した位置からの観測結果を無
線で送り続けるはずだ。

スピリットの双子の妹オポチュニティ
はまだ活動中だ。コンセプシオンとよば
れるクレーターの中を観測する途上にあ
る。スピリットは今、オポチュニティと
NASA にいるたくさんの家族に別れを
告げようとしている。 ■
� （翻訳：新庄直樹）
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